
緑とぬくもりのある感動創造産地
太陽と自然の恵みでひときわ輝く 南島原市
緑とぬくもりのある感動創造産地
太陽と自然の恵みでひときわ輝く 南島原市

行政と市民 市民と市民をつなぐ情報流通紙行政と市民 市民と市民をつなぐ情報流通紙

広報 みなみしまばら

特集 誘致企業を訪問（２～３）

　　 平成21年度決算（４～５）　市政懇談会（６）
平成22年11月１日発行
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「
お
世
辞
で
な
く
、
真
面
目
さ
、

勤
勉
さ
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
だ
と
思
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
野
上

三
四
郎
さ
ん
。
セ
ン
タ
ー
の
総
括

責
任
者
で
す
。

　
「
本
社
社
員
が
び
っ
く
り
し
て

帰
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

熱
心
で
す
し
欠
勤
も
ほ
と
ん
ど
な

い
。
地
域
性
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

あ
え
て
言
え
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
苦

手
な
こ
と
ぐ
ら
い
。
ま
じ
め
す
ぎ

る
の
か
、
新
し
い
仕
事
に
異
常
に

緊
張
し
て
し
ま
う
。
も
っ
と
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
い
い
よ
、
と
言
う
の

で
す
が
」

　

ま
た
、
地
域
性
、
と
い
う
観
点

か
ら
は
、
人
間
味
の
温
か
さ
、
濃

密
な
人
間
関
係
が
、
南
島
原
市
と

Ｎ
Ｔ
Ｍ
社
の
財
産
と
な
っ
て
い
く

の
で
は
、
と
セ
ン
タ
ー
長
は
指
摘

し
ま
す
。

　
「
操
業
当
初
、
社
員
が
相
手
の

話
を
よ
く
聴
く
こ
と
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。『
聴
く
こ
と
』
が
専
門

の
私
た
ち
な
の
に
、で
す
。こ
れ
は
、

地
域
の
濃
密
な
人
間
関
係
の
中
で
、

『
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
も
っ
て

人
の
話
を
聴
く
』
と
い
う
習
慣
が

根
付
い
て
い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ

う
ね
」

　

ほ
か
の
地
域
と
比
べ
て
初
め
て

わ
か
る
私
た
ち
の
素
晴
ら
し
さ
。

そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
が

次
世
代
に
残
す
べ
き
大
切
な
財
産

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｍ
社
で
働
く
気
持
ち
は
あ

っ
て
も
、
面
接
を
た
め
ら
う
人
に

多
い
の
が
、「
自
分
に
き
れ
い
な

日
本
語
が
話
せ
る
か
し
ら
」
と
い

う
こ
と
。
で
す
が
、
野
上
セ
ン
タ

ー
長
に
よ
る
と「
心
配
い
ら
な
い
」

と
の
答
え
が
。

　
「
む
し
ろ
南
島
原
セ
ン
タ
ー
は
、

他
の
セ
ン
タ
ー
よ
り
も
き
れ
い
な

日
本
語
の
対
応
が
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
今
の

社
員
に
は
、『
敬
語
表
現
で
標
準

語
を
話
す
』
習
慣
の
あ
る
人
が
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
話
し
方
に
こ
だ
わ
り
が
な

く
、『
新
し
い
話
し
方
を
覚
え
た
』

か
ら
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
に
は
変

な
癖
が
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ
、

方
言
で
な
い
固
有
名
詞
や
数
字
の

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
修
正
が
、

難
し
い
よ
う
で
す
」

　

で
は
、
簡
単
に
標
準
語
が
し
ゃ

べ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
、
と
い

う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

入
社
か
ら
実
際
に
業
務
の
電
話

を
受
け
る
ま
で
、
同
社
で
は
１
カ

月
〜
２
カ
月
の
研
修
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
言
葉
の
使
い
方
だ
け
で

な
く
、
電
話
対
応
の
さ
ま
ざ
ま
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
実
に
９
割
以
上
が
、

戸
惑
い
な
く
、
電
話
応
対
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
熱
心
な
社
員
教
育
が
、

美
し
く
適
切
な
対
応
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

　　
「
わ
が
社
の
財
産
は
何
よ
り
社

員
」
と
話
す
森
英
樹
社
長
の
言
葉

ど
お
り
、
社
員
の
待
遇
に
は
、
気

を
使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
休
み
は
ほ
と
ん
ど
希
望
し
た

日
に
と
れ
ま
す
ね
」
と
は
、
現
在

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
頑
張
っ
て

い
る
福
田
優
也
さ
ん（
口
之
津
町
）。

笑
顔
を
い
つ
も
意
識
し
て
い
る
と

話
す
福
田
さ
ん
は
、「（
社
員
の
）

み
ん
な
が
明
る
い
職
場
を
意
識
し

て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
周
り

は
い
い
人
ば
か
り
で
す
」
と
笑
顔

を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
か
ら
は
「
夜
は
、

遅
く
ま
で
電
気
が
つ
い
て
い
て
、

大
変
そ
う
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
が
、「
確
か
に
早
朝
か
ら
深
夜

ま
で
事
業
所
と
し
て
は
動
い
て
い

ま
す
。
契
約
社
員
は
、
１
カ
月
交

代
で
の
早
番
、
遅
番
の
勤
務
（
い

ず
れ
も
８
時
間
勤
務
）
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
に
関
し
て

は
、
基
本
的
に
働
け
る
時
間
帯
を

働
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」

　

働
き
方
は
生
き
方
。「
働
き
方

が
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
」
こ
と
も
同

社
の
魅
力
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
お
世
辞
で
は
な
く
南
島
原
セ

ン
タ
ー
は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」

そ
の
訳
は
？

島
原
弁
が
抜
け
な
い
、
な
ん

て
ウ
ソ

働
き
や
す
さ
、
働
き
が
い
と
は

野上三四郎センター長
赴任当初、知らない人が道行く人が明るくあいさつ
するのにびっくりされたそうです。

誘
致
企
業
を
訪
問

特集

開
業
か
ら
6
カ
月
。
N
T
M
社
の
そ
の
後

現場は、和やかで優しい口調とは裏腹に、真剣そのもの

■住　所／南島原市深江町丁２１５０番地市役所深江庁舎２Ｆ
　☎０９５７（６０）１１１１
■事業開始日／平成２２年５月１日
■業　務
　ゴルフ場の受付業務、
　健康食品・医薬品の受注受付業務、
　ＰＣ関連カスタマーサポート業務　など
■従業員数
　８６人（平成２２年１０月７日現在）

ＮＴＭ社 南島原センターの概要

以前は、コンピューター関係の仕事を
していましたが、今は社員の管理を任
されています。経験のない仕事も丁寧
に教えてもらえるので、不安はあまり
ありませんでした。頑張りを認めても
らえるのでやりがいは大きいです。　

初めての仕事でしたが、
不安はありませんでした！

仕事も休日もしっかり充実
しています！

楽しい職場は、驚きと発見
の連続です！

以前は熊本で仕事をしていました。
今は地元の友だちと仲良くできるのが
うれしいですね。休みはほとんど希望
どおり取れるので積極的に休みに予定
を入れています。しっかり働いて、し
っかり休めるいい職場です。

女性が多い職場ですが、「男性ならで
はの魅力」を試行錯誤中です。毎日が
充実していて、新しい発見があります。
知りたい、勉強したい、という欲求に、
上司が応えてくれるので、勉強がしっ
かりできるのが何よりの魅力です。

サブスーパーバイザ
ー（通称ＳＳＶ)
管理業務

溝 田 和 正さん
（南有馬町在住）

ゴルフ場の受付業務
契約社員

高橋すみ絵さん
（島原市在住）

ゴルフ場の受付業務
契約社員

福 田 優 也さん
（口之津町在住）

ＮＴＭ社で働く現場の声
特集　誘致企業を訪問

■仕事内容／電話でのオペレーター業務
　十分な研修制度がありますので、未経験でも安心
して仕事が始められます。
■募集人員／40人
■勤務時間／７：００～２４：００（シフト勤務）
　　　　　　例：　７：００～１６：００
　　　　　　　　１６：００～２４：００
※薬剤師、登録販売者の資格を持つ人も同時に募集
しています。
問会社の概要、採用については、
　日本トータルテレマーケティング株式会社
　☎０１２０（５５）８０４０

業務拡大につき
ＮＴＭ社 南島原センター
新規スタッフを募集します！

　
５
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１
日
、
深
江
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で
産
声
を
上
げ
た

日
本
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タ
ル
テ
レ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｍ
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南
島
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ン

タ
ー
も
11
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で
半
年
が
経
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し
ま
し
た
。
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待
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の
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い
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こ
と
も
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の
熱
い
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が
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る
同
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。

　
今
回
の
特
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で
は
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Ｔ
Ｍ
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を
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れ
、

仕
事
の
様
子
を
取
材
し
ま
し
た
。
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35億4,734万円
市民税、固定資産税、軽自動車
税など

市税 11%

8億1,465万円
事業実施にあたり受益者から徴
収するもの、使用料や証明書な
どを交付する際の手数料など

分担金および使用料など 2%

6億8,583万円
前年度から繰り越しされたもの

繰越金 2%

10億536万円
繰入金、財産収入、寄付金、諸
収入など

その他 3%

140億1,050万円
地方自治体が全国水準の行政を
行えるように交付されたもの

地方交付税 42%

46億6,126万円
国が認める事業費に対し、国
から交付されたもの

国庫支出金 14%
29億2,336万円
県が認める事業費に対し、県
から交付されたもの

県支出金 9%

48億1,280万円
事業を行うために借りたもの

市債 14%

9億1,246万円
国または県が徴収した税金か
ら一定割合で譲与されたもの

地方譲与税等 3%

依存財源  82%
地方交付税や国県補助金など、国や県の意思により、定められた額
を交付されたり割り当てられたりする収入

自主財源  18%
市税や施設使用料、住民票発行手数料など、市が自主的に得る収入

依存財源依存財源依存財源
273億2,038万円273億2,038万円273億2,038万円

自主財源自主財源自主財源
60億5,318万円60億5,318万円60億5,318万円

南島原市の平成21年度の決算

51億1,330万円
職員や特別職の給与、議員や各
種委員の報酬など

人件費 16%

27億7,235万円
市の施設の維持、補修に要す
る経費

維持補修費物件費 8%

24億5,805万円
各事業や団体への補助金・負
担金に要する経費

補助費等 8%

39億4,023万円
児童手当や医療費、生活保護
などに要する経費

扶助費 12%

55億7,138万円
道路や学校などの公共施設の
建設整備等のために借り入れ
た借金の返済に要する経費　

公債費 17%

63億8,135万円
道路、学校、海岸保全などの
建設に要する経費
自然災害などにより被災した施
設などの復旧に要する経費

普通建設事業費
災害復旧事業費 20%

31億7,475万円
投資および出資金・貸付金、積立金 10%

30億255万円
国民健康保険や老人保健、水道事業など
特別会計へ繰り出す経費

繰出金 9%

義務的経費  45%
歳出のうち支出が義務付けられ、任意に節減できない経費　 道路、学校、海岸保全などの建設、災害復旧に要する経費

投資的経費  20%

その他の経費  19%
国民健康保険・老人保健、水道事業など特別会計への繰出金や基金
への積み立てに要する経費

業務委託料・使用料、施設の維持・補修、各事業や団体への補助
金・負担金に要する経費

消費的経費  16%

義務的経費義務的経費
146億2,491万円146億2,491万円

投資的経費
63億8,135万円
投資的経費

63億8,135万円

消費的経費
52億3,040万円
消費的経費

52億3,040万円
その他の経費
61億7,730万円
その他の経費
61億7,730万円

市の支出総額 324億1,396万円

　これまで、一般会計の赤字などの比率により財政状況を判断してきましたが、平成19年６月の「地方公共団体の財政の健全化
に関する法律」制定により、特別会計や一部事務組合などの状況も反映させ、財政悪化がすすむ県や市町村の財政破たん（倒
産）を未然に防ぐために、毎年度決算の際に健全化判断比率および資金不足比率を算定し、監査委員の審査を受け議会に報告し、
公表することとなりました。
　南島原市の数値は、昨年と同様、いずれも国の定める基準を下回っており、健全な財政運営がなされていることを示していま
すが、各比率が悪化して国の基準を超えないよう、これからも「行政改革大綱」や「集中改革プラン」に基づき、行財政改革を
推進していきます。

健全化段階 早期健全化段階

早期健全化基準 財政再生基準

再生段階健全化段階
0％

早期健全化段階

早期健全化基準 財政再生基準

再生段階 該当する会計
←健全 悪化→

※１「早期健全化基準」、　※２「経営健全化基準」とは…国が示す基準で、これを超えてしまうと議会の議決を経て財
政健全化計画を定め、財政の健全化に向けて計画的に取り組まなければなりません。

※３「財政再生基準」とは…国が示す基準で、これを超えてしまうと議会の議決を経て財政再生計画を定めるとともに、
国（総務大臣）が認めない事業はできなくなってしまうなど、国の指導のもとで財政再生を行うことになります。

　一般会計等の実質的な赤字額が、標準的な収入
に対してどれくらいの割合になるかを示します。

実質赤字比率

　全会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対
してどれくらいの割合になるかを示します。

連結実 質赤字比率

　南島原市の実質的な借入金の返済額が、標準的な収
入に対してどれくらいの割合になるかを示します。

実質公債費比率

　南島原市が抱える実質的な負債の残高が、標準的な
収入に対してどれくらいの割合になるかを示します。

　各公営企業の資金不足額が、事業の規模
に対してどれくらいの割合になるかを示し
ます。

将来負担比率

17.55％
0％

0％

0％

40％

25％
12.7％

350％
33.0％

35％

赤　字　額 なし

12.55％ 20％
赤　字　額 なし

20％
0％

赤　字　額 なし

■資金不足比率

　健全化判断比率には、次の４つの指標が
あります。

■南島原市の健全化判断比率

経営健全化基準経営健全化基準

国老国老
特別会計のうち
国民健康保険事業
老人保健
後期高齢者医療など

公営公営
特別会計のうち
上水道事業
簡易水道事業
下水道事業
宅地開発事業

組合組合 一部事務組合
広域連合など
の会計 三セク三セク 第三セクター

などの会計一般一般 一般会計

一般一般

一般一般

一般一般

国老国老

国老国老

公営公営

公営公営組合組合

一般一般国老国老公営公営

公営公営

組合組合三セク三セク

　　　　　南島原市の健全化判断比率等の状況（平成21年度決算）　　　　　南島原市の健全化判断比率等の状況（平成21年度決算）チェック！！

○農林漁業体験民泊施設整備事業補助金
　４３８万円
○体験型観光インストラクター養成及び研修
　 １２万円
○農林漁業体験民宿モニターツアー
　 ３０万円
※南島原市での体験型観光を進めるため、本市の特徴
　を生かした農林漁業体験民宿の基盤づくりを行った。

体 験 型 観 光 関 係

○深江庁舎2階改修工事
　６，６４８万円
※南島原市が誘致したコールセンターの物件と
　して深江庁舎２階部分を改修した。　

企 業 誘 致 関 係
○耕作放棄地解消緊急整備事業
　９，６０８万円
※耕作放棄地の解消や発生防止を行った。
　解消面積…３．２２ｈａ
　発生防止面積…１８．５１ｈａ

耕 作 放 棄 地 関 係

○森林・林業・木材産業づくり交付金事業
　５億６，８４２万円
○地域総合整備資金貸付金　　　　　　　
　１億３，６００万円
※南島原市の新たな産業の定着のため、菌床しい
　たけ生産施設建設に対して交付された。作業用
　建物２棟、培養用建物１棟、発生用建物４棟

農 林 水 産 物 関 係
○事業費…２１億７，６５０万円
・市道維持・改良…………………6億5,037万円
・農道及び排水路整備・改修……1億5,015万円
・漁港施設改良……………………2億2,692万円
・定額給付金………………………1億3,300万円
・消防自動車、小型動力ポンプ購入…1億3,232万円
　など

国補正予算を活用した事業
（経済危機対策臨時交付金など）

○事業費…２億１，８９１万円
・山口小学校　校舎耐震診断　　　　　　
　 ５８万円
・市内８中学校 １３棟　校舎耐震補強工事
　２億１，８３３万円

小中学校耐震補強工事

平成２１年度 市のお金はこんなことに使いました。

　平成21年４月１日から平成22年３月31日までの１年間の収入、支出の状況をお知らせします。
　皆さんからの税金や国・県からの補助金などは、南島原市の生活環境をより良くするためにさまざまな形で
使われています。

市の収入総額 333億7,356万円

※１ ※３

※２
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原
城
跡
の
充
実
を
！

問 

商
工
会
で
原
城
跡
に
訪
れ
た

人
を
対
象
に
３
月
27
日
・
28
日
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
。
２
日
間

で
原
城
跡
を
訪
れ
た
８
５
０
人
の

う
ち
、
約
20
％
の
回
答
を
い
た
だ

い
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
良

い
面
は
景
観
の
よ
さ
や
手
を
加
え

て
い
な
い
あ
り
の
ま
ま
の
姿
、
ガ

イ
ド
し
て
も
ら
っ
た
の
で
原
城
跡

が
よ
く
わ
か
っ
た
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
悪
い
と
こ
ろ
は
、
ト
イ

レ
の
悪
さ
、
ア
ク
セ
ス
の
方
法
が

分
か
り
に
く
い
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
施
設
の
評
価
は
高
い
が
、
施

設
の
周
知
と
案
内
の
見
直
し
が
必

要
で
は
？
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

原
城
跡
に
行
っ
た
人
の
う
ち
、
原

城
文
化
セ
ン
タ
ー
に
も
行
っ
た
人
は

約
20
人
、
西
望
公
園
に
行
っ
た
人
は

約
50
人
だ
っ
た
。
原
城
文
化
セ
ン
タ

ー
に
は
発
掘
品
や
レ
プ
リ
カ
が
あ
る

の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
紹
介
し
て

も
ら
い
た
い
。
原
城
文
化
セ
ン
タ
ー

の
名
前
の
下
に
、
発
掘
資
料
館
と
い

う
看
板
を
設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

答 
原
城
跡
の
整
備
は
、
昨
年
度
策

定
し
た
原
城
跡
・
日
野
江
城
跡
・
吉

利
支
丹
墓
碑
の
保
存
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

原
城
は
本
年
度
に
基
本
計
画
、
来

年
度
に
実
施
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

後
に
具
体
的
な
整
備
を
行
う
予
定
で

す
が
、そ
の
中
で
便
益
施
設（
ト
イ
レ

な
ど
）
の
整
備
を
盛
り
込
ん
で
い
く

予
定
で
す
。原
城
文
化
セ
ン
タ
ー
の

件
に
つ
い
て
は
、今
後
検
討
し
ま
す
。

諭
所
原（
北
有
馬
）か
ら

取
水
す
る
の
か

問 

前
市
長
の
と
き
に
、
論
所
原
の

試
掘
が
、
住
民
説
明
の
な
い
ま
ま
行

わ
れ
た
。
別
途
尋
ね
る
と
、「
試
掘

だ
け
で
、
そ
の
水
を
使
う
こ
と
は
な

い
」と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。と
こ
ろ
が
、

最
近
に
な
っ
て
、
説
明
を
受
け
た
と

き
に
は
、
そ
の
水
源
か
ら
取
水
す
る

計
画
案
の
説
明
で
あ
っ
た
。
し
か
も

補
助
金
申
請
を
行
う
段
階
に
あ
る
な

ど
、
引
き
返
せ
な
い
状
況
と
の
説
明

で
あ
る
。
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　

周
辺
地
区
は
出
水
で
稲
作
を
行
っ

て
い
る
か
ら
、
論
所
原
で
取
水
す
る

こ
と
で
出
水
が
出
な
く
な
る
こ
と
を

心
配
し
て
い
る
。

答 

当
初
、
水
道
統
合
計
画
を
計
画

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
既
設
の
水
源

の
利
用
を
考
え
て
計
画
を
し
ま
し
た

が
、
既
設
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
、

多
額
の
改
修
費
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
新
し
い
水
源
開
発
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
周
辺
の
集
落
と
の
距

離
や
、
周
辺
が
山
で
あ
り
、
土
地
が

市
有
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
論
所

原
で
試
掘
ボ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
、

水
量
、
水
質
な
ど
の
検
査
を
し
ま
し

た
。
試
掘
ボ
ー
リ
ン
グ
の
実
施
に
あ

た
り
、
地
域
住
民
へ
の
説
明
な
し
に
、

調
査
を
実
施
し
た
こ
と
は
反
省
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
論
所
原
で
の
取
水
は
行

わ
ず
、
既
設
の
水
源
を
利
用
す
る
よ

う
計
画
し
ま
し
た
が
、
坂
下
水
源
の

水
質
の
問
題
が
判
明
し
ま
し
た
。
検

討
の
結
果
、
既
設
の
水
源
利
用
の
計

画
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断

し
、
論
所
原
の
水
源
を
利
用
す
る
方

向
で
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
再
度
論
所
原
の
水
源

を
利
用
で
き
な
い
か
、
周
辺
の
自
治

会
長
に
説
明
し
、
自
治
会
で
説
明
会

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
関
係
皆
さ
ま
に
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

市
独
自
の

　
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
！

問 

県
か
ら
配
分
さ
れ
る
イ
ノ
シ
シ

対
策
予
算
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

問
題
の
重
要
性
を
理
解
し
て
、
最
大

限
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

答 

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
対
策
費
は
、

国
の
事
業
仕
分
け
で
、
補
助
金
が
要

望
額
の
４
割
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
効
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
継
続

地
区
を
優
先
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
般
行
っ
た
、
県
知
事
に
対

す
る
要
望
11
項
目
の
中
に
も
、
基
盤

整
備
事
業
と
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。
予
算
の
全
体
枠
の

拡
充
と
県
の
継
ぎ
足
し
な
ど
、
今
後

も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

未
利
用
施
設
の

　
　
　
　
現
状
と
今
後

問 

各
町
が
持
っ
て
い
た
財
産
（
宅

地
や
小
学
校
跡
地
な
ど
）
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
小
学
校
跡
地
な
ど
、

借
地
を
減
ら
し
、
経
費
を
減
ら
す
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

答 

使
わ
な
い
財
産
、
使
用
頻
度
の

低
か
っ
た
財
産
の
う
ち
、
使
え
る
施

設
は
積
極
的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

深
江
庁
舎
の
２
階
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
（
企
業
誘
致
）、
北
有
馬
庁
舎
２

階
は
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
口
之
津

庁
舎
別
館
は
観
光
協
会
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

統
合
さ
れ
た
口
之
津
町
の
小
学
校

跡
地
の
う
ち
、
第
２
小
学
校
は
文
書

セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す

し
、
第
３
小
学
校
は
建
物
を
社
会
福

祉
法
人
に
移
譲
、
土
地
は
有
償
で
貸

し
付
け
て
い
ま
す
。
第
１
小
校
舎
は

耐
震
補
強
が
で
き
な
い
の
で
、
取
り

壊
わ
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
約

５
千
万
円
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
整
理
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
北
有
馬
町
の
小
学
校
跡

地
は
幼
稚
園
に
転
用
し
た
り
、
宅
地

造
成
を
行
い
、
住
宅
地
と
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

市
と
し
て
使
う
予
定
が
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
民
間
で
有
効
に
活
用

で
き
な
い
か
、
払
い
下
げ
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
中
国
訪
問
は
、
中
国
駐
長
崎
総
領

事
館
の
開
設
25
周
年
を
記
念
し
た
長
崎
県
の

中
国
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
、
中
国
の
各
政

府
機
関
の
ほ
か
、
観
光
、
物
産
な
ど
、
県
と

関
わ
り
の
あ
る
主
要
企
業
を
表
敬
訪
問
し
た

も
の
で
す
。

　

初
日
の
16
日
は
、
上
海
到
着
後
す
ぐ
に
、

上
海
市
政
府
、
龔
学
平
党
常
務
委
員
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。
同
氏
に
は
、
８
月
24
日
か

ら
６
日
間
上
海
万
博
で
開
催
さ
れ
た
「
孫
文

と
梅
屋
庄
吉
展
」
へ
の
協
力
と
、
今
後
の
長

崎
と
の
関
係
強
化
を
、
知
事
と
共
に
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

梅
屋
庄
吉
は
、
辛
亥
革
命
の
父
と
呼
ば
れ

る
孫
文
を
陰
で
支
え
た
実
業
家
と
し
て
有
名

で
す
が
、
彼
が
長
崎
県
出
身
で
あ
る
こ
と
は

皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
た
か
。

　

翌
17
日
は
、
午
前
中
に
上
海
万
博
を
視
察

し
、
長
崎
鮮
魚
が
食
べ
ら
れ
る
店
で
、
昼
食

を
と
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
か
ら

も
、
鮮
魚
が
中
国
へ
出
荷
さ
れ
る
日
も
近
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
国
で
頑
張
る
長
崎
人
・
島
原
半

島
人
か
ら
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た

　

午
後
は
、
長
崎
上
海
空
路
を
運
行
し
て
い

る
中
国
東
方
航
空
集
団
公
司
の
副
総
裁
を
表

敬
し
た
後
、
夕
刻
は
、
在
上
海
長
崎
県
人
会

の
懇
談
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
島
原
市
出
身

の
横
田
会
長
や
お
父
様
が
深
江
町
上
瀬
野
出

身
で
あ
る
池
田
氏
と
お
会
い
し
、
今
後
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

長
崎
県
民
、
中
で
も
島
原
半
島
出
身
者
の

中
国
上
海
で
の
活
躍
を
心
強
く
感
じ
、
ま
た
、

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

18
日
は
一
路
北
京
へ
。
波
佐
見
陶
器
を
販

売
し
て
い
る
百
貨
店
を
視
察
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
19
年
度
に
南
島
原
市
の
国
際
交
流

員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
た
于
舟
さ
ん
（
現

北
京
市
人
民
対
外
友
好
協
会
）
と
面
談
し
ま

し
た
。
于
舟
さ
ん
は
、
日
中
友
好
の
た
め
に

現
在
も
活
動
中
で
、
今
後
も
南
島
原
市
へ
の

協
力
を
約
束
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
人
民
大
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
、

中
国
駐
長
崎
総
領
事
館
開
設
25
周
年
記
念
祝

賀
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
歴
代
の
駐
長
崎
総

領
事
も
出
席
す
る
な
ど
、
長
崎
と
中
国
と
の

深
い
関
わ
り
を
実
感
し
ま
し
た
。

長
崎
と
縁
の
深
い
習
副
主
席
と
の

面
会
実
現

　

19
日
は
、
中
国
国
際
旅
行
社
総
社
、
中
国

中
央
電
視
台
を
表
敬
訪
問
し
、
長
崎
を
Ｐ
Ｒ
。

午
後
に
は
、
習
近
平
国
家
副
主
席
と
の
面
会

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
胡
錦
涛
国
家
主
席
の
最
有
力
後

継
候
補
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
人
物
で
す
が
、

長
崎
県
と
友
好
関
係
を
結
ぶ
福
建
省
長
な
ど

を
歴
任
。
長
崎
県
を
訪
問
の
経
験
も
あ
る
な

ど
、
長
崎
に
対
し
て
深
い
思
い
入
れ
を
お
持

ち
で
す
。
長
崎
県
、
各
市
町
と
、
福
建
省
を

は
じ
め
と
し
た
中
国
各
地
域
と
の
ま
す
ま
す

の
交
流
促
進
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
感
嘆
す
る

５
日
間

　

今
回
、経
済
都
市
上
海
、首
都
北
京
を
訪
問

し
、中
国
の
パ
ワ
ー
や
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
巨
大
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

市
長
と
し
て
初
め
て
の
外
交
で
も
あ
り
、
あ

わ
た
だ
し
い
訪
中
で
し
た
が
、
南
島
原
市
が

進
め
て
い
く
べ
き
観
光
、
物
産
の
あ
り
方
な

ど
、中
国
市
場
を
探
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
長
崎
県
へ
も
中
国
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
お
り
、
先
日
は
団
体
観
光
客

が
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
友
好
交
流
を
深
め
て
い
る

福
建
省
羅
源
県
と
の
絆
を
も
と
に
、
観
光
、

物
産
の
促
進
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

日
本
、南
島
原
の
発
展
の
キ
ー
ワ
ー
ド

日
本
、南
島
原
の
発
展
の
キ
ー
ワ
ー
ド

日
本
、南
島
原
の
発
展
の
キ
ー
ワ
ー
ド

﹁
中
国
﹂と
の

交
流

﹁
中
国
﹂と
の

交
流

﹁
中
国
﹂と
の

交
流

う
し
ゅ
う

き
ょ
う
が
く
へ
い

し
ゅ
う
き
ん
ぺ
い

こ
き
ん
と
う

先
月
号
に
引
き
続
き
、
市
政
懇
談
会
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

※

懇
談
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
関
心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
質
問
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

藤原市長の訪中レポート 市政懇談会市長が市民の生の声をお聴きしました

上海市政府訪問。南島原市出身の末吉県議会
議長と唐 登傑（とうとうけつ）上海副市長。
（市長撮影）

天安門広場（19日、市長が車窓から撮影）
今日は何かあるのですか？と尋ねたら、
特に何も、との回答。中国は大きい。
本当にそう感じました。

中国駐長崎総領事館開設25周年記念祝賀会にて。
他の市の市長と１枚。

　

８
月
16
日
か
ら
20
日
、
藤
原
市
長
が
、
中
村
知
事
ら
と
共
に
、
中
国
（
上
海
市
、

北
京
市
）
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
模
様
を
報
告
し
ま
す
。

　

８
月
16
日
か
ら
20
日
、
藤
原
市
長
が
、
中
村
知
事
ら
と
共
に
、
中
国
（
上
海
市
、

北
京
市
）
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
模
様
を
報
告
し
ま
す
。

　

８
月
16
日
か
ら
20
日
、
藤
原
市
長
が
、
中
村
知
事
ら
と
共
に
、
中
国
（
上
海
市
、

北
京
市
）
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
模
様
を
報
告
し
ま
す
。

上海テレビ塔上海テレビ塔上海テレビ塔
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市
で
は
、
12
月
か
ら
父
子
家
庭
に
対
し
て
医
療
費
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

助
成
を
希
望
す
る
人
は
、こ
ど
も
未
来
課
（
有
家
庁
舎
）、

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
（
西
有
家
庁
舎
）
ま
た
は
各
支
所
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対 

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
社
会
保
険
の
加
入
者
で
、

20
歳
未
満
の
子
を
監
護
し
て
い
る
父
と
、
18
歳
に
到
達

す
る
年
度
の
３
月
31
日
ま
で
の
父
子
家
庭
の
子
。

　

な
お
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
（
世
帯
）
は
、

助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〆 

11
月
25
日
㈭

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

父
と
子
の
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
預
金
通
帳
の
写
し
、

父
子
家
庭
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
児
童
扶
養
手

当
証
書
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
父
子
家
庭
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書
の
い
ず
れ
か
）

※

平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
人
で
、
児
童

扶
養
手
当
の
認
定
請
求
を
し
て
い
な
い
人
は
、
所
得

課
税
証
明
書
の
提
出
が
別
途
必
要
で
す
。

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

井
戸
水
は
、
環
境
の
変
化
や
井
戸
の
管
理
な
ど
の
影

響
で
、
飲
用
に
適
さ
な
く
な
る
（
水
質
基
準
を
満
た
さ

な
い
）
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
利
用
者
自
ら
が
衛
生
管
理
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
井
戸
水
の
衛
生
管
理

・
井
戸
の
周
辺
を
清
潔
に
保
ち
、
井
戸
に
蓋
を
し
た
り
、

周
辺
に
柵
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

・
定
期
的
に
専
門
検
査
機
関
に
よ
る
水
質
検
査（
年
１

回
程
度
）を
受
け
、
安
全
性
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

（
大
腸
菌
群
や
、硝
酸
態
窒
素
な
ど
の
10
項
目
の
検
査

で
８
千
円
程
度
）。

●
井
戸
水
の
飲
用

　

飲
用
す
る
場
合
は
、
適
切
な
処
理
（
高
温
消
毒
や
有

害
物
質
除
去
装
置
の
利
用
な
ど
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
異
常
を
感
じ
た
ら
飲
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
道
水
へ
の
切
り
替
え

　

水
質
基
準
を
満
た
さ
な
い
井
戸
水
は
、
健
康
被
害
、

特
に
硝
酸
態
窒
素
が
高
い
と
乳
児
な
ど
に
悪
影
響
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
水
道
水
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

●資料の閲覧場所
　農村整備課、各支所および市ホームページ

●期間／11月１日㈪～11月30日㈫
●意見などを提出できる人
　市内に在住する人、事業所を有する人など（詳細は
お問い合わせください）

●意見の提出期間
　11月１日㈪～11月30日㈫【必着】

●提出方法
　住所、氏名、年齢、性別を記載のうえ、持参、FAX、Ｅ
メールまたは郵送してください（様式は問いません）。

※いただいた意見の要旨と市の考え方は、後日ホーム
ページなどで公表します。

お 農村整備課　☎０５０（３３８１）５０６２
　 ℻０９５７（８２）３３０２
　Ｅメール nousonseibi@city.minamishimabara.lg.jp
　〒859‒2202 南島原市有家町山川58番地

　南島原市農村環境計画を策定するに当たって市民などの意見・提案をいただくため、「素案」についての
市民意見募集（パブリック・コメント）を行います。

　市では、自治会、学校や老人会など
でボランティア清掃を行う団体に対し
て、指定ごみ袋の支給や、ごみ処理費
の免除などの支援を行っています。
　支援を受けるためには、「ボランティ
ア活動実施計画書」を事前に届け出る
必要があります。届け出のない場合に
は、免除できない場合がありますので、
忘れずに届け出をお願いします。

●支援内容…可燃ごみ袋、不燃ごみ袋
の支給。処理場へ持ち込んだ場合の
処理費の免除

も 各支所または環境課に備えている指定
の様式により事前に届け出てください。

※随時受け付けています。

●施設名／有家総合運動公園多目
的芝生広場

●敷地面積／5,781平方メートル
（縦約90m×横約64m）

●利用時間
　午前９時～午後10時
●料金／無料。ただし、夜間照明
を利用する場合は、１時間
1,000 円（平成 23 年３月 31
日までは、周知期間として料金
は徴収しません）。営業、商用
利用の場合は、別途料金が必要
です。

も 自由に利用して構いませんが、
多目的芝生広場を専用（夜間照
明利用時も含む）する場合は、
所定の「南島原市社会体育施設
利用許可申請書」を有家教育振
興班に提出してください。

施　設　概　要 父
子
家
庭
に
医
療
費
を

　
　
　
　
　
　
助
成
し
ま
す

問 
こ
ど
も
未
来
課　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
０

井
戸
は
適
正
に

　
　
　
　
管
理
し
ま
し
ょ
う

問 

環
境
課　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
４
１

「南島原市農村環境計画（素案）」に関する市民意見募集（パブリック・コメント）

南島原市地域公共交通活性化・再生協議会

公共交通機関を
　　利用しましょう
公共交通機関を
　　利用しましょう
公共交通機関を
　　利用しましょう

フリー乗車券については、

島原鉄道株式会社
☎（0957）62-2234

フリー乗車券については、

島原鉄道株式会社
☎（0957）62-2234

フリー乗車券については、

島原鉄道株式会社
☎（0957）62-2234

ボランティアによる
清掃活動を支援します
問 環境課　☎０５０（３３８１）５０４１

　

有
家
総
合
運
動
公
園
多
目
的
芝
生
広
場
を
、
10
月
１
日
か
ら
供
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
多
目
的
芝
生
広
場
は
、
誰
で
も
い
つ
で
も
自
由
に
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

10
月
１
日 

有
家
総
合
運
動
公
園
の

「
多
目
的
芝
生
広
場
」を
供
用
開
始
し
ま
し
た

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
８
４
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2010.12.4 sat2010.12.4 sat2010.12.4 sat PM1:00～
PM8:00

有馬小学校グラウンド 有馬小学校グラウンド 有馬小学校グラウンド 

雨天時：同小学校体育館

このまちはローマとつながっている

13：00  各種バザー・農産物等販売
13：30  長縄跳び大会、苺コロコロレースなど
16：00  よさこい演舞
17：40  クリスマスツリー点灯
17：50  南蛮行列会場入場
18：00  400年前の西洋音楽再現
18：20  ローマとのライブ中継
18：50   RYOEI ミニライブ
20：00  みんなでクリスマスソング  　

13：00  各種バザー・農産物等販売
13：30  長縄跳び大会、苺コロコロレースなど
16：00  よさこい演舞
17：40  クリスマスツリー点灯
17：50  南蛮行列会場入場
18：00  400年前の西洋音楽再現
18：20  ローマとのライブ中継
18：50   RYOEI ミニライブ
20：00  みんなでクリスマスソング  　

13：00  各種バザー・農産物等販売
13：30  長縄跳び大会、苺コロコロレースなど
16：00  よさこい演舞
17：40  クリスマスツリー点灯
17：50  南蛮行列会場入場
18：00  400年前の西洋音楽再現
18：20  ローマとのライブ中継
18：50   RYOEI ミニライブ
20：00  みんなでクリスマスソング  　

イベントスケジュール

＊時間は目安です

RYOEI

※入場券が必要です。

まつりの夕べまつりの夕べ

ゲスト 北山たけしさん
　　　 （歌手北島三郎さんの娘婿）
問 市商工会西有家支所
　 ☎０９５７（８２）２５９６

6日土
17：00～20：00
西有家中学校体育館

時 間
１回目  11：00
２回目  14：00

ろくべえ大食い日本一決定戦
出場者募集中！
ろくべえ大食い日本一決定戦
出場者募集中！
ろくべえ大食い日本一決定戦
出場者募集中！

　
地
元
の
郷
土
料
理
で
あ
る「
ろ
く
べ
え
」の
大
食
い
大
会
や「
仮

面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
ズ
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
、
家
族
そ

ろ
っ
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
会
場
内
に
は
深
江
の
特
産
品
で
あ
る
ク
ル
マ
エ
ビ
、
長
崎
牛
、

ろ
く
べ
え
の
試
食
会
、
地
元
特
産
物
即
売
会
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
も
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

●
も
ち
ま
き

●
ろ
く
べ
え
大
食
い
日
本
一
決
定
戦
！

●
特
産
品
・
名
物
べ
っ
た
ら
も
ち
販
売

●
お
楽
し
み
抽
選
会

車エビ・長崎牛
郷土料理ろくべえ

試食会

●
農
水
産
物
の
即
売
会　
　
　

●
魚
の
つ
か
み
取
り　
　
　

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー　
　

●
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

●
自
治
会
対
抗
綱
引
き
大
会

　
農
水
産
物
の
即
売
会
や
郷
土
料
理
の
試
食

コ
ー
ナ
ー
な
ど
大
勢
の
人
で
賑
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
町
内
園
児
や
児
童
に
よ
る
踊
り
、

抽
選
会
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
。

　
そ
の
他
、
自
治
会
対
抗
綱
引
き
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

時
間…

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所…

西
有
家
町
須
川
商
店
街

み
そ
五
郎

　 

ま
つ
り

み
そ
五
郎

　 

ま
つ
り

主催：南島原市冬のお祭り実行委員会　　問 企画振興課 ☎050（3381）5030

メインゲストは「RYOEI」
全国番組ヘキサゴン出演、
FNS26時間テレビ2009年のテーマを歌う。

　総延長1.6㎞、161本の街路樹のイルミネーション
400年前、ローマに伝えられたクリスマス行列を再現
「このまちはローマとつながっている」～ローマと会場をつなぎライブ中継～

メインゲストは「RYOEI」
全国番組ヘキサゴン出演、
FNS26時間テレビ2009年のテーマを歌う。

　総延長1.6㎞、161本の街路樹のイルミネーション
400年前、ローマに伝えられたクリスマス行列を再現
「このまちはローマとつながっている」～ローマと会場をつなぎライブ中継～

メインゲストは「RYOEI」
全国番組ヘキサゴン出演、
FNS26時間テレビ2009年のテーマを歌う。

　総延長1.6㎞、161本の街路樹のイルミネーション
400年前、ローマに伝えられたクリスマス行列を再現
「このまちはローマとつながっている」～ローマと会場をつなぎライブ中継～

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯  

12
月
31
日
ま
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯  

12
月
31
日
ま
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯  

12
月
31
日
ま
で

問 企画振興課 ☎050（3381）5030  ℻0957（82）3086  E-mail: kikaku@city.minamishimabara.lg.jp

お 市商工会加津佐支所 ☎０９５７（８７）３０８３

お みそ五郎まつり実行委員会 ☎0957（82）4272

加
津
佐
町
岩
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド

深
江
ふ
る
さ
と
伝
承
館（
深
江
庁
舎
横
）

第
27
回 

深
江
町
産
業
ま
つ
り

明
日
の
特
産
品
は
み
ん
な
の
知
恵
と
工
夫
か
ら

明
日
の
特
産
品
は
み
ん
な
の
知
恵
と
工
夫
か
ら

明
日
の
特
産
品
は
み
ん
な
の
知
恵
と
工
夫
か
ら

第
19
回 

夢
・
手
づ
く
り
ふ
れ
あ
い
祭
り

秋秋秋
の
お
祭
り

の
お
祭
り

の
お
祭
り

2010

1123火
午前９時～午後５時

お 市商工会深江支所 ☎０９５７（７２）２８９１

●日　時　11月26日㈮　午前10時～
●会　場　ありえコレジヨホール
問 南島原市戦没者慰霊奉賛会事務局（南島原市社会福祉協議会内）
　 ☎0５０（3536）2011

　祖国のため尊い犠牲となられた３,９５７余柱の南島原市出身戦没者のご遺徳を偲び、その御霊に感謝
の誠を捧げるとともに、我が国の恒久平和を祈念するため追悼式を実施いたします。
※ご遺族や一般市民の皆さんお誘い合わせのうえ、多数ご参加くださいますようお願いいたします。
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●
車
上
ね
ら
い
対
策

・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

窓
を
閉
め
、
確
実
に
施
錠
し
ま

し
ょ
う
。

※

南
島
原
市
内
で
は
、
自
宅
の
駐

車
場
で
車
上
ね
ら
い
に
遭
う

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
自

宅
の
駐
車
場
で
あ
っ
て
も
必
ず

施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

・
バ
ッ
ク
や
貴
重
品
を
車
内
に
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

※

車
上
ね
ら
い
を
誘
発
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
窓
ガ
ラ
ス
を
割
ら

れ
、
貴
重
品
を
盗
ま
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
自
転
車
盗
対
策

・
施
錠
を
確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
な
ど

で
二
重
に
ロ
ッ
ク
す
る
と
効
果

的
で
す
。

・
防
犯
登
録
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。

※

防
犯
登
録
を
す
る
と
盗
難
に

あ
っ
た
と
き
、
被
害
回
復
が
容

易
で
す
。
加
入
に
つ
い
て
は
、

お
近
く
の
自
転
車
店
な
ど
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
車
上

ね
ら
い
・
自
転
車
盗
に
限
ら

ず
、
家
を
留
守
に
す
る
際
は
、

施
錠
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
は
８
月
末
現
在
、

　

 

車
上
ね
ら
い
16
件
（
＋
11
件
）

　

 

自
転
車
盗　
９
件
（
＋
３
件
）

　

  　
　
　
　
カ
ッ
コ
は
い
ず
れ
も
前
年
比

　
の
被
害
が
あ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
車
上
ね
ら
い
は
昨
年
の
３
倍
以
上
と

激
増
し
て
い
ま
す
。

　
車
上
ね
ら
い
の
８
割
、
自
転
車
盗
に
あ
っ
て
は
そ
の
す
べ
て
が
無
施
錠

で
し
た
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
ま
た
犯
罪
を
誘
発
さ
せ
な
い
た

め
に
も
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

南島原市
堂崎公民館

JA野菜
集出荷所

ココ

南島原市
社会福祉協議会

←至 
口之津

至 島
原 →

鍵
か
け
運
動
実
施
中
！

〜
車
上
ね
ら
い
・
自
転
車
盗
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
〜

　大家好！11月に入り
肌寒くなってきました
が、元気にお過ごしで
しょうか（ ）。
　私は、というと中国
文化講座が９月29日で
終わってとても寂しい
です。

　「中国文化講座」という名前でしたが、中国文化を伝
えるだけではなく、私自身が受講生から日本文化を学ぶ
機会でもありました。
　中国文化の授業では中国語であいさつを交わしたり、
歌を歌ったり、論語を読んだりしました。そしてみんな
で水餃子を皮から作り、一緒においしく食べました。

　中国語の発音に挑戦する受講生の真面目で熱心な姿な
ど、感心することも多くありました。
　日本文化の授業では、郷土料理の作り方やお手玉遊び、
そして茶道まで教えていただきました。料理は、楽しく
作ることができましたが、茶道はふくさのさばき方や茶
せんと茶碗の持ち方などいろいろな決まりごとがあって、
とても難しかったです。特に正座は中国にはない座り方
なので、なかなか慣れる
ことができませんでした。
ですが、最後には、先生
の指導を受けながらでは
ありましたが、皆さんに
お点前ができて、とても
うれしかったです。

グォデハォバ

ダー ジャ ハオ

　市では、第４回「北村西望賞教育美術展」および
「古野賞科学技術展」を開催します。
　両展は、「平和祈念像」の制作者で南島原市名誉
市民の故北村西望氏、同じく名誉市民の「魚群探知
機の実用化」で有名な古野清孝氏、古野清賢氏の功
績をたたえて開催しています。
　子どもたちの感動あふれる作品を、ぜひ鑑賞くだ
さい。

●加津佐町　と 11月３日㈬ 13：00～
　　　　　　ば 加津佐青年・婦人会館
●南有馬町　と 11月７日㈰ 12：30～
　　　　　　ば 原城文化センター
●北有馬町　と 11月14日㈰ 13：00～
　　　　　　ば 北有馬ピロティ文化センター
●西有家町　と 11月21日㈰ 12：30～
　　　　　　ば 西有家総合学習センター
●有 家 町　と 11月３日㈬ 13：00～
　　　　　　ば ありえコレジヨホール
●深 江 町　と 11月14日㈰ 13：00～
　　　　　　ば 深江ふるさと伝承館

●口之津町　と 10月31日㈰～11月1日㈪
　　　　　　ば 口之津公民館
●南有馬町　と 11月６日㈯～８日㈪
　　　　　　ば 南有馬体育館
●北有馬町　と 11月13日㈯～14日㈰
　　　　　　ば 北有馬ピロティ文化センター
●西有家町　と 11月20日㈯～21日㈰
　　　　　　ば 西有家総合学習センター
●有 家 町　と 11月６日㈬～８日㈪
　（特別展）   と 11月３日㈬～８日㈪
　　　　　　ば ありえコレジヨホール
●布 津 町　と 11月１日㈪～３日㈬
　　　　　　ば ふるさと道場
●深 江 町　と 10月31日㈰～11月1日㈪
　　　　　　ば 深江ふるさと伝承館

●期　間　11月26日㈮～28日㈰
●時　間　午前９時～午後５時
　　　　　※28日 最終日のみ午後３時まで
●会　場　南有馬体育館
●展示品　市内小・中学校児童生徒による
　　　　　美術・科学技術作品

展覧会

問 教育委員会 学校教育課　☎０５０（３３８１）５０８１
※詳細な時間などは、お問い合わせください。
問 教育委員会 生涯学習課　☎０５０（３３８１）５０８２

問 健康対策課 ☎050（3381）5141  ℻0957（82）3086　Eメール： kenkoutaisaku@city.minamishimabara.lg.jp

11月14日日
午前９時30分～午後２時30分
ありえコレジヨホール・有家保健センター
※詳しくは別途お配りする「チラシ」をご覧ください。

健康や福祉を「見て、体験して、学べる」コーナーや、すてきな賞品が
当たる「にこにこスタンプラリー」抽選会など楽しく過ごせる催しが
たくさんあります。お誘い合わせの上ご来場ください。

今回のテーマ ぽっかぽか　 ココロが伝わるひまわりの輪

第５回 南島原市

南
島
原
警
察
署
有
家
交
番
が

一
時
移
転
し
ま
し
た

　

南
島
原
警
察
署
有
家
交
番
は
、
改

築
の
た
め
、
10
月
６
日
か
ら
仮
庁
舎

（
旧
堂
崎
駐
在
所
）
へ
一
時
移
転
し

ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
来
年
３
月
下
旬
に
現

在
地
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

し
ば
ら
く
の
間
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
移
転
期
間
／
平
成
23
年
３
月
下
旬

ま
で

●
仮
庁
舎
の
場
所
／
旧
堂
崎
駐
在
所

（
〒
８
５
９
ー
２
１
２
１　

南
島
原
市

有
家
町
石
田
８
番
地
２
１
）

☎
０
９
５
７
（
８
２
）
２
４
５
０

（
電
話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

お 

南
島
原
警
察
署 

地
域
課

☎
０
９
５
７
（
８
６
）
２
１
１
０

て まえ

豪華な琴の演奏も聴けました。

お茶をたてるのは本当に難しかったです。

Ｑさんの南島原市日記  ～ 文化講座での国際交流 ～国際交流員 「邱 華月」さんに
よるコラム 

きゅう か げつ

北村西望賞教育美術展
古野賞科学技術展

文 化 祭文 化 祭文 化 祭
平成22年度  南島原市文化協会

芸　
能　
部　
門

展　
示　
部　
門

南
島
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

問 

南
島
原
警
察
署　
☎
０
９
５
７（
８
６
）２
１
１
０
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◆応募資格…どなたでも可
◆撮影方法…カメラつき携帯電話（一般
のデジタルカメラは不可）で、平成
新山（判別できるもの）をより遠く
から撮影してください。

◆審査方法…直線距離で一番遠くから平
成新山の山頂を撮影したものを最遠
距離賞として表彰します（同一地点
からの複数応募の場合は抽選）。特別
賞あり。

◆応募方法…撮影写真を携帯メールに添
付し、件名を「ジオフォト」とした
上で、島原半島ジオパーク事務局ア
ドレスあてに送信してください。

　送信の際は、氏名、住所、撮影に使用
した携帯電話番号、撮影場所（でき
るだけ詳しく）を記載してください。

〆 １１月３０日㈫
◆各賞・賞品…最遠距離賞…島原半島の
特産品１万円分　1 人

※応募にあたっては、「空撮不可」、「双
眼鏡などの機器組み合わせ不可」、「応
募点数は１点まで」などの細かい規
定がありますので、必ずホームペー
ジなどで、応募規定をご確認の上、
応募ください（撮影前の確認をお勧
めします）。

◆集合場所…島原駅
◆集合時間…午前９時40分
　（受付時間…午前９時30分）
◆募集定員…20人　※先着順
◆ガイド…寺井邦久（島原半島ジオパー
ク事務局）

◆持参品…飲み物、昼食、タオル、帽子、
雨具

※当日は、約６㎞歩きますので、歩きや
すい服装でご参加ください。

◆参加料…無料
※ただし、島原駅からのバスの運賃が
420円かかります（当日の運賃が
1,000円を超える場合は、島鉄フリー

パス（料金1,000円）を乗務員または
駅員から各自購入した方が安価で
す）。

◆申込方法…電話で申し込んでください。
◆申込期間…11月29日㈪～12月７日㈫
※ただし、土日を除く。
※電話受付時間は、午前８時30分から午
後５時15分までです。

◆散策場所…秩父ケ浦公園、仁田団地第
一公園、白土湖、音無川など

◆解散時間…午後４時
※詳細は、お問い合わせください。

世界に羽ばたく島原半島ジオパーク

～ 平成新山どこまで見えるかコンテスト開催・鉄道とバスで巡るジオさらく参加者募集 ～

島原半島ジオパークを楽しむために

「平成新山どこまで見えるかコンテスト」開催

開　催　日

12月12日日
（小雨決行）

●開 催 日　12月12日日

●集合場所　加津佐グラウンド
　　　　　 （加津佐Ｂ＆Ｇ海洋センター）

●参加資格　小学４年生以上で健康な人
　　　　　 （ただし、小学生は市内在住者とする）

●チーム編成
・１チームにつき６人編成
　（ただし、⑥～⑧の区分は小学４年生以上）
・①一般男子③中高校生男子は、男女混成チーム可
・⑤中学生以上オープンは、区分枠に関係なく編成可
・⑥小学生男子は、男女混成の編成可（４年生以上）
・⑧小学生オープンの部は、補欠選手救済措置

●申込方法
　所定の申込用紙、誓約書に必要事項を記入し、署名押
　印のうえ、郵送または持参ください。申込用紙は、申
　込先に備えています。また、市ホームページからもダ
　ウンロードできます。
　※小・中・高校生は保護者の承諾書が必要です。

　申込期限　１１月１９日㈮

▼申し込み・お問い合わせ　

・南島原市口加駅伝競走大会実行委員会
　（教育総務課 加津佐教育振興班内）
　〒859-2601南島原市加津佐町己2792ー2
　☎ ０５０（３３８１）５１９４

・教育委員会 スポーツ振興課
　〒859-2412南島原市南有馬町乙1023
　☎ ０５０（３３８１）５０８4　
　または、各地区教育振興班

＊講 師　佐世保西高校教諭  尾 崎 淳 一 先生
（長崎陸上競技協会強化副部長・千葉国体陸
上総監督）
＊時 間　午前１０時５０分（約１時間）
＊場 所　加津佐グラウンド
＊対 象　競技を終了した小学生

中距離走ランニング講習会
（申込不要）

同時
開催

●大会日程

●出場区分コース
区　　分 コ  ー  ス

①一般男子

②一般女子

③中高生男子

④中高生女子

⑤中学生以上オープン

１・３・４・６区
（Ｂ＆Ｇ～堀川橋～宮原橋周回コース）
２・５区
（Ｂ＆Ｇ～宮原橋～宮原橋周回コース）
全長 １３.２㎞
（１区：3.0㎞／２区：2.4㎞／３区1.7㎞／
  ４区：1.3㎞／５区：2.4㎞／６区：3.0㎞）

⑥小学生男子

⑦小学生女子

⑧小学生オープン

Ｂ＆Ｇ～宮原橋周回コース
３周：全長 ７.２㎞
（１区：1.1㎞／２区：1.3㎞／３区1.1㎞／
  ４区：1.3㎞／５区：1.1㎞／６区：1.3㎞）

8：10～8：40
8：50

9：45（スタート）

10：45（スタート）

12：15

受け付け
開 会 式

⑥小学生男子
⑦小学生女子
⑧小学生オープン

①一般男子
②一般女子
③中高生男子
④中高生女子
⑤中学生以上オープン

閉 会 式

参 加 チ ー ム 募 集 12月12日㈰ ９:45スタート
加津佐グラウンド
■主催：南島原市口加駅伝競走大会実行委員会
■共催：南島原市・南島原市教育委員会

12月12日㈰ ９:45スタート
加津佐グラウンド
■主催：南島原市口加駅伝競走大会実行委員会
■共催：南島原市・南島原市教育委員会

12月12日㈰ ９:45スタート
加津佐グラウンド
■主催：南島原市口加駅伝競走大会実行委員会
■共催：南島原市・南島原市教育委員会

　 第４回
南島原市口加駅伝競走大会
　 第４回
南島原市口加駅伝競走大会
　 第４回
南島原市口加駅伝競走大会

島原半島ジオパークのシンボルである平成新山を、
一番遠い場所から携帯電話で撮影した写真を募集します。

「鉄道とバスで巡るジオさらく」
参加者募集 ～島原大変探訪 編～

仁田団地第一公園からの眺望

音無川

世界ジオパーク
認定１周年記念

お 島原半島ジオパーク推進連絡協議会事務局　☎0957（65）5540　 URL :  http://www.unzen-geopark.jp/
　 Eメール :  geopark@city.shimabara.lg.jp（撮影写真を送信の際は件名を「ジオフォト」としてください）
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９
月
26
日
に
北
有
馬
地
区
で
、
10
月
10

日
に
南
有
馬
地
区
で
、
地
区
体
育
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
。
綱
引

き
や
玉
入
れ
、
リ
レ
ー
な
ど
の
定
番
の
競

技
に
加
え
、
個
性
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

競
技
を
、
参
加
者
は
楽
し
み
ま
し
た
。　

　

な
お
、
10
月
３
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
、

加
津
佐
地
区
、
西
有
家
地
区
の
体
育
祭
は
、

雨
天
の
た
め
中
止
。
西
有
家
地
区
は
体
育

館
で
の
長
縄
跳
び
、
球
技
大
会
に
切
り
替

え
て
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
、
慶
応
義
塾
大
学

生
と
准
教
授
が
、
地
区
の
公
民
館
な
ど
に
滞
在
し
な
が
ら
、

南
島
原
市
の
地
域
資
源
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
学
生
ら
は
、
観
光
、
産
品
、
農
業
の
３
班
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
。
農
家
と
の
意
見
交
換
や
、
市
内
観
光

施
設
の
視
察
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
県
の
「
地
域
の
強
み
を
活
か
し
た
地
域

力
向
上
支
援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
今
回
を
含
め
７
回
、
延
べ
20
日
間
の
現
地
調
査
を

行
い
、
単
な
る
体
験
や
レ
ポ
ー
ト
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
具

体
的
な
施
策
の
提
案
が
特
徴
で
す
。

　

最
終
日
と
な
る
15
日
に
は
、
各
班
の
研
究
の
経
過
報
告

が
行
わ
れ
、
そ
の
完
成
度
の
高
さ
に
出
席
者
は
驚
い
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　

次
回
は
、
11
月
に
一
部
の
グ
ル
ー
プ
が
来
市
予
定
で
、

最
終
的
な
報
告
な
ど
は
、
１
月
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

９
月
25
日
、
加
津
佐

青
年･

婦
人
会
館
で
、
第

16
普
通
科
連
隊
音
楽
部

（
大
村
）
に
よ
る
「
音
楽

の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

隊
員
の
生
演
奏
に
よ

る
の
ど
自
慢
や
、
保
育

園
児
の
舞
踏
の
ほ
か
、

曲
演
奏
や
歌
を
、
参
加

者
は
心
ゆ
く
ま
で
楽
し

み
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
㈰
、
南
島

原
市
青
年
団
連
絡
協
議

会
が
、
加
津
佐
町
の
前

浜
海
水
浴
場
と
口
之
津

町
の
白
浜
海
水
浴
場
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
２
時
間
を
か
け
空

き
缶
な
ど
の
清
掃
を

行
っ
た
団
員
た
ち
は
、

き
れ
い
に
な
っ
た
海
に

満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。

　

清
掃
活
動
は
、
今
後

も
定
期
的
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　

９
月
26
日
㈰
、
長
崎
市
長
崎
港
松
が
枝
国
際
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
長
崎
麺
（
メ
ー
ン
）
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
県
内
７

つ
の
地
元
麺
料
理
が
一
同
に
集
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
長
蛇
の

列
が
で
き
る
大
盛
況
。

訪
れ
た
１
，
６
０
０

人
が
、
５
千
食
を
完

食
し
ま
し
た
。

　

南
島
原
市
か
ら
も

「
島
原
手
延
そ
う
め

ん
」
を
出
品
。
お
よ

そ
７
メ
ー
ト
ル
の
竹

を
持
ち
込
み
、
来
場

者
に
そ
う
め
ん
流
し

で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

　島原地域広域市町村圏組合が例年行って
いる消防スケッチ大会で、山口小学校の宇
野彰悟君が最高賞となる管理者賞を受賞し
ました。
　絵は11月５日から19日まで、ダイエー島
原店の１階特設会場に展示します。
　なお、市内の消防長賞以上の入賞者は次
のとおりです。（敬称略）
●管理者賞
　宇 野　彰 悟（２年　山口小学校）
●消防長賞
　一ノ瀬 智翔希（３～４歳　恵光保育園）
　三 縄　梨 々（５～６歳　恵光保育園）
　杉 本 ののか（１年　野田小学校）
　栗 原　朱 里（３年　山口小学校）
　本 多　航 士（４年　布津小学校）
　深 山　澄 夏（５年　野田小学校）

　市長が、敬老の日にちなみ、市内最高齢
者となる池田スギノさんを訪問しました。
　池田さん、いつまでもお元気で。

　

９
月
21
日
、
島
原
手
延
素
麺
協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
い
、
東
京
の
児
童
に
そ
う
め
ん

づ
く
り
を
指
導
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
京
都
の
和
光
鶴
川

小
学
校
か
ら
「
そ
う
め
ん
を
自
分
た
ち
で
作
り
た
い
」
と
い

う
手
紙
を
き
っ
か
け
に

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
「
テ
レ
ビ
で
は
、
そ

う
め
ん
の
感
触
が
わ
か

わ
ら
な
い
の
で
指
導
が

難
し
か
っ
た
が
、
無
事

で
き
あ
が
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
メ
ン
バ
ー
。

　

８
時
間
を
か
け
、
作

り
上
げ
た
そ
う
め
ん
は
、

と
て
も
お
い
し
か
っ
た

そ
う
で
す
。　
　
　

　

９
月
７
日
、
８
日
の
両
日
、
北
有
馬
町
春
日
神
社
で
、
北

有
馬
浮
立
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
折
木
名
が
奉
納
。
笛
の
音
に
合
わ
せ
て
、
え
ぼ

し
姿
に
身
を
包
ん
だ
12
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
華
麗
な
バ
チ

さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

南
島
原
っ
て
お
も
し
ろ
い

国
を
守
り
、平
和
と
愛
を
奏
で
る

〜 

自
衛
隊
音
楽
部「
音
楽
の
つ
ど
い
」 

９
月
25
日 

〜

青
年
団
連
絡
協
議
会
が
清
掃
活
動

〜 

前
浜
海
水
浴
場
・
白
浜
海
水
浴
場 

９
月
12
日 

〜

大
人
気
！
島
原
手
延
べ
そ
う
め
ん

〜 

長
崎
麺（
メ
ー
ン
）イ
ベ
ン
ト　

９
月
26
日 

〜

最高賞に宇野彰悟君
～ 消防スケッチ大会表彰
　　　　　　　　　　８月16日 ～

↑ジオパークの説明を
　受ける観光班の皆さん
　
最終日には班ごとに中間発表を行いました。（農業班 田向さん）↑

〜 

慶
応
大
学
生
が
南
島
原
市
の
地
域
資
源
調
査　

 

　

９
月
９
日
か
ら
15
日 

〜

市
内
各
地
で
地
区
体
育
祭

〜 

９
月
26
日
、
10
月
３
日
・
10
日 

〜

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
そ
う
め
ん
指
南

〜 

東
京
の
小
学
生
が
そ
う
め
ん
づ
く
り
体
験  

９
月
21
日 

〜

笛
と
太
鼓
に
彩
ら
れ
た
二
日
間

〜 

北
有
馬
浮
立　

９
月
７
日
・
８
日 

〜

池
田
ス
ギ
ノ
さ
ん（
北
有
馬
町
）

明
治
36
年
６
月
15
日
生
ま
れ

市内最高齢者を市長が訪問
～ 池田スギノさん107歳 ～
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市
営
住
宅
入
居
者

●
募
集
団
地

・
有　

家　

堂
山
団
地　
（
１
戸
）

・
加
津
佐　

泉
が
丘
団
地（
１
戸
）

・
加
津
佐　

旭
団
地　
　
（
８
戸
）

＊
単
身
者
専
用

・
布　

津　

新
田
団
地　
（
１
戸
）

※

こ
れ
以
外
に
も
追
加
募
集
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
11
月
１
日
㈪
〜
12

日
㈮

●
入
居
資
格
条
件
／
収
入
の
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
こ
ち
ら
の
指

定
す
る
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）

●
入
居
者
の
決
定
／
資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集
戸

数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日
／
11
月
22
日
㈪ 

午
後

２
時
〜　

南
有
馬
庁
舎

お 

都
市
計
画
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
７

南
有
馬
支
所
臨
時
職
員

●
募
集
人
員
／
１
人

●
勤
務
内
容
／
窓
口
業
務
補
助

●
報
酬
／
時
給
７
０
０
円

●
保
険
適
用
／
社
会
保
険
・
雇
用

保
険
あ
り

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
週
５
日

（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）、午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

15
分（
う
ち
休
憩
時
間
１
時
間
）

●
雇
用
期
間
／
12
月
１
日
〜
平
成

23
年
３
月
31
日

●
申
込
期
限
／
11
月
16
日
㈫
必
着

●
応
募
資
格
／
南
島
原
市
在
住
、

普
通
運
転
免
許
所
持
者
、
パ
ソ
コ

ン（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）初
級
程
度

●
試
験
／
面
接　

※

日
時
、
場
所
の
詳
細
は
、
後
日

　

連
絡
し
ま
す
。

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
（
写
真
添
付
）、「
南
有

馬
支
所
臨
時
職
員
申
込
」
と
朱
書

き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
（
持
参
可
）。

お 

南
有
馬
支
所

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
１
７
０

〒
８
５
９
ー
２
４
１
２　

南
島
原
市

南
有
馬
町
乙
１
０
２
３
番
地

長
崎
県
立
盲
学
校
専
攻
科（
針

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
養
成
課
程
）

入
学
生

●
入
学
資
格
／
高
等
学
校
を
卒
業

し
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
（
中

途
視
覚
障
害
者
も
含
む
）。

●
設
置
学
科
／
（
い
ず
れ
も
修
業

年
限
は
３
年
）

・
保
健
理
療
科　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
の
養
成

・
理
療
科　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師

の
養
成

り 

入
学
金
、
授
業
料
は
無
料
。

ま
た
、教
科
書
の
購
入
費
、実
習
費
、

給
食
費
、
通
学
費
、
帰
省
費
（
寄

宿
舎
生
）
な
ど
に
つ
い
て
は
公
的

補
助
が
あ
り
ま
す
。

●
学
校
説
明
会

と 

12
月
11
日
㈯　

午
後
１
時
〜

午
後
３
時
10
分

ば 

長
崎
県
立
盲
学
校　

西
彼
杵

郡
時
津
町
西
時
津
郷
８
７
３

な 

授
業
体
験
や
補
助
具
体
験
、

入
学
相
談
な
ど

も 

12
月
６
日
㈪
ま
で
電
話
ま
た

は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

お 

長
崎
県
立
盲
学
校

☎
０
９
５（
８
８
２
）０
０
２
０

（
担
当
）
久
松
、
鬼
島

平
成
23
年
度
自
治
医
科
大
学

入
学
者

　

県
で
は
、
自
治
医
科
大
学
入
学

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
離
島
・

へ
き
地
の
医
師
確
保
対
策
の
た
め
、

入
学
金
や
授
業
料
な
ど
の
学
費
は

入
学
者
全
員
に
貸
与
さ
れ
、
卒
業

後
、
県
内
の
離
島
の
病
院
な
ど
に

一
定
期
間
勤
務
す
れ
ば
、
そ
の
返

還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
出
願
期
間
／
平
成
23
年
１
月
４

日
㈫
〜
１
月
18
日
㈫ 

午
後
５
時

（
必
着
）

●
入
学
要
項
の
頒
布
（
無
償
）

・
直
接
／
長
崎
県
医
療
人
材
対
策
室

　

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
４
２
１

〒
８
５
０
ー
８
５
７
０ 

長
崎
市

江
戸
町
２
番
13
号

・
郵
送
／
自
治
医
科
大
学
学
事
課

教
務
第
１
係

　

☎
０
２
８
５（
５
８
）７
０
４
５

　

〒
３
２
９
ー
０
４
９
８ 

栃
木
県

下
野
市
薬
師
寺
３
３
１
１-

１

お 

長
崎
県 

医
療
人
材
対
策
室

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
４
２
１

平
成
22
年
分
給
与
所
得
の
年

末
調
整
説
明
会

と 

11
月
19
日
㈮ 

午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

ば 

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

※

そ
の
他
の
会
場
で
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

当
日
は
、
事
前
に
郵
送
し
た
資

料
を
必
ず
持
参
願
い
ま
す
。

お 

島
原
税
務
署 

法
人
課
税
部
門 

源
泉
所
得
税
担
当

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
８
１
８

扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、
期
限

ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
に
は
、

毎
年
11
月
上
旬
ま
で
に
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
提
出
期

限
（
12
月
１
日
）
ま
で
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
の
年

金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
源
泉
徴
収

税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
を
忘
れ
る
と
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ

る
人
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

平
成
23
年
分
「
扶
養
親
族
等

申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
る
人

●
65
歳
未
満

年
金
額
が
１
０
８
万
円
以
上

●
65
歳
以
上

年
金
額
が
１
５
８
万
円
以
上

お 

諫
早
年
金
事
務
所

☎
０
９
５
７
（
２
５
）
１
６
６
６

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間　

　

11
月
15
日
㈪
か
ら
21
日
㈰
は
、

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化

週
間
で
す
。

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
職
場
で
の
差
別
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
の
人

権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

お 

法
務
省
人
権
擁
護
局 

全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

戦
後
強
制
抑
留
者
へ
の
特
別

交
付
金
に
つ
い
て

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
を
受

け
付
け
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
存
命
の
戦
後
強
制

抑
留
者
で
平
成
22
年
６
月
16
日
に

日
本
国
籍
を
有
す
る
人
で
す
。

　

請
求
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
／
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

〆 

平
成
24
年
３
月
31
日

お 

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
基
金
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

☎
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

お問い合わせは
南島原市役所
☎050-3381-5000
＊省略文字説明
　と：日　時　ば：場　所
　な：内　容　定：定　員
　り：料　金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申し込み方法
　問：申し込み・お問い合わせ

募
　
　
　
　
集

お  

知  

ら  

せ

11月は「児童虐待防止推進月間」です

虐待が疑われたら、すぐに連絡を‼（秘密は厳守されます）
こども未来課 ☎０５０（３３８１）５０５０
子育てテレフォン ☎０５０（３３８１）５０５３

言葉にできない子どもの悲鳴を
見ない、聞かない、も虐待です。

見すごすな
幼い子どもの
SOS

身体的虐待、 性的虐待、 心理的虐待、 保護・養育の怠慢・拒否（ネグレクト）
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11月の各図書館行事とお知らせ

家
族
介
護
教
室

　

高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い

る
人
や
、
介
護
方
法
を
勉
強
し
た

い
人
を
対
象
に
、
家
族
介
護
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
共
通
事
項

●
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

り 

無
料

も 

電
話
で
申
し
込
む
か
、
す
で

に
各
戸
に
配
布
し
た
申
込
書
（
各

支
所
に
も
備
え
て
い
ま
す
）
を
、

各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〆 

教
室
開
催
日
の
３
日
前

（
土
、
日
・
祝
日
除
く
）

■
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う

と 

11
月
11
日
㈭

ば 

あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

な 

認
知
症
の
予
防
方
法
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
社
会
資
源

の
講
話

■
ラ
ク
・
楽
介
護
の
コ
ツ
①

と 

11
月
25
日
㈭

ば 

原
城
文
化
セ
ン
タ
ー

な 

楽
な
体
位
変
換
・
起
き
上
が

り
の
コ
ツ
な
ど
介
護
技
術
の
実
技

指
導

■
ラ
ク
・
楽
介
護
の
コ
ツ
②

と 
12
月
８
日
㈬

ば 

原
城
文
化
セ
ン
タ
ー

な 

楽
な
移
動
・
移
乗
の
コ
ツ
な

ど
介
護
技
術
の
実
技
指
導

■
車
い
す
操
作
の
コ
ツ
を
学
ぼ
う

と 

12
月
８
日
㈬

ば 

加
津
佐
保
健
セ
ン
タ
ー

な 

車
い
す
の
操
作
と
ベ
ッ
ド
か

ら
の
移
乗
を
実
技
指
導

※

１
講
座
単
位
で
受
講
で
き
ま
す
。

※

市
外
で
実
施
し
て
い
る
講
座
を

受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

お 

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合 

介
護
保
険
課　
総
務
企
画
係

☎
０
９
５
７
（
６
１
）
９
１
０
１

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会

と 

11
月
25
日
㈭
・ 

26
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

ば 

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部

島
原
市
新
馬
場
町
８
７
２
番
地
２

り 

３
，
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
と
し
て
）

〆 

11
月
19
日
㈮  

当
日
消
印
有
効

※

申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、
事
前

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お 

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部 

予
防
課

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
５
８
５
７

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生

命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契
約

等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の

取
り
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
〜

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と

し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う

ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の

課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最

高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金
に
係

る
税
務
上
の
取
り
扱
い
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

今
回
の
改
正
で
、
平
成
17
年
分

か
ら
平
成
21
年
分
ま
で
の
各
年
分

に
つ
い
て
所
得
税
を
納
め
す
ぎ
て

い
た
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
納
め

す
ぎ
た
所
得
税
が
還
付
と
な
り
ま

す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
お
手
数
で
す

が
、
必
要
な
手
続
き
（
更
正
の
請

求
ま
た
は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
取
り
扱
い
の
変
更

の
対
象
と
な
る
人
や
所
得
税
の
還

付
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【w

w
w
.nta.go.jp

】

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い

人
は
平
成
22
年
12
月
末
が
還
付

で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
目
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

受
け
取
っ
た
年
金
の
受
給
権
が

相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対
象

と
な
る
場
合
は
、
実
際
に
相
続

税
や
贈
与
税
の
納
税
額
が
生
じ

な
か
っ
た
人
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

お 

島
原
税
務
署

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
２
８
１

島
原
半
島
コ
ー
ラ
ス
交
換
会

　

島
原
半
島
の
各
コ
ー
ラ
ス
グ
ル

ー
プ
の
個
性
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と 

12
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
〜

午
後
４
時

ば 

西
有
家
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

お 

コ
ー
ル
西
有
家
代
表

近
藤
啓
子

☎
０
９
５
７
（
８
２
）
３
１
３
４

▼加津佐図書館
・『クリスマス工作教室』
　11月27日㈯　14時～15時
▼西有家図書館
・『毎日おはなし会』
10月27日㈬～11月９日㈫の読書週間期間中
11時～ 乳幼児向け／16時～ 小学生向け
多数のご参加お待ちしています。なお、毎週金
曜日は夜間開館のため16時～のみとなります。

・『ブックトーク』　11月 20日㈯　14時～
▼原城図書館
・『読書週間スペシャルおはなし会』
11月６日㈯　11時～／14時～
しかけ絵本、大型絵本を中心としたおはなし会です。

・『ホーホー森の星空観察会』
11月11日㈭　19時～19時30分

・『カツジロウパパたちのホーホー森のおはなし会』
11月14日㈰　11時～11時30分

▼深江ふるさと伝承館図書室
・読書週間クイズ（読書週間期間中）
・雑誌リサイクル（11月２日㈫～）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う　

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

平
成
22
年
９
月
分

　

次
の
方
か
ら
、
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　

ー
敬
称
略
ー　

▼
一
般
寄
附

・
南
島
原
市
商
工
会

▼
庁
舎
備
品
寄
附

・
株
式
会
社　

川
﨑

▼
教
育
寄
附

・
坂
上　

和
平
（
有
家
町
）

・
城
谷
与
四
郎
（
大
阪
府
）

　私たちが行っているおはなし会の雰囲気とは違い、パパ
の会を楽しみにして、来館する子どもたち、何よりも、自
分のパパがみんなの前で本を読んでくれるという特別感に
子どもたちは大喜びです。最近は、面白いと、お母さんに
も人気です。
　このほか、館長自慢の手品や楽しい手遊びなど、にぎや
かな30分はあっという間に過ぎていきます。

みんな手品の仕掛けを見抜こうと真剣パパたちのお話し会

僕
た
ち
は
愛
か
ら
生
ま
れ
た
と
、信
じ
た
い

◆チケット取り扱い
　南島原市教育委員会 生涯学習課　　  ☎050（3381）5082　販売時間：月曜日～金曜日（祝日を除く） 9:00～17:00　
ありえコレジヨホール　☎050（3381）5047［当日連絡先］　販売時間：月曜日～日曜日 9:00～20:00 

●主催：南島原市、南島原市教育委員会　●後援：南島原市文化協会、南島原市ＰＴＡ連合会、南島原市商工会、報道関係各社　●助成：㈶地域創造

公演日：12月５日日　 開場/13：30 開演/14：00
会　場：ありえコレジヨホール
◆入場料（全席指定）　一　　　般　2,000円 （当日2,500円）
　　　　　　　　　　高校生以下　1,000円 （当日1,500円）
＊この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金になっています。

＊省略文字説明
　と：日  時　ば：場  所
　な：内  容　定：定  員
　り：料  金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申し込み方法
　問：申し込み・お問い合わせ

vol.53vol.53vol.53

【お問い合わせ】
＊詳しいことは、館内ポスターや
　各図書館（室）でご確認ください。

加津佐図書館　☎050（3381）5119　口之津図書館　☎050（3381）5186
原城図書館　☎050（3381）5078　西有家図書館　☎050（3381）5155
有家図書館　☎050（3381）5046　深江ふるさと伝承館図書室　☎050（3381）5125

原城図書館では「カツジロウパパたちの
ホーホー森のおはなし会」を毎月行っています。

市内に電車は通っていませんが、秋も深まる季節、時間を忘れて本
を読んでみませんか？図書館へもお気軽にどうぞ。本との意外な出
会いがあるかもしれませんよ。

統一標語  「気がつけば、もう降りる駅。」
2010 第 64 回 読  書  週  間

パパの会会員を募集しています！
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休日在宅当番医 電話番号 町 名日

３
日

※変更になる場合がありますので、
　必ずお電話でご確認ください。

62ｰ7300み や ざ き 歯 科 島原市

88ｰ3215馬 場 歯 科 医 院 南串山町

７
日

62ｰ4427寺田歯科診療所 島原市

88ｰ3800広 田 歯 科 医 院 南串山町

21
日 62ｰ4579大 場 歯 科 医 院 島原市

75ｰ0281津 田 歯 科 医 院 小浜町

８６ｰ２２００口 之 津 病 院 口之津町

８２ｰ２４３０いその産婦人科 西有家町

８６ｰ４４４３しおた内科胃腸科医院 口之津町

７２ｰ２０２３明島整形外科医院 布津町

23
日 63ｰ1747みなと歯科医院 島原市

37ｰ2007永 田 歯 科 医 院 千々石町

８５ｰ３５０８浦 上 病 院 南有馬町

８２ｰ２２２５内 田 医 院 西有家町

14
日 63ｰ7616大 岡 歯 科 医 院 島原市

74ｰ5100萩 尾 歯 科 医 院 小浜町

８５ｰ２００２本多南光堂医院 南有馬町

８２ｰ０８３２永田内科泌尿器科医院 西有家町

８６ｰ３２２６哲 翁 病 院 口之津町

７２ｰ５１１１布 井 内 科 医 院 深江町

８４ｰ３１２３原 口 医 院 北有馬町

８２ｰ１８２２坂 上 整 形 外 科 有家町

28
日 62ｰ3765植 木 歯 科 医 院 島原市

37ｰ2121天 野 歯 科 千々石町

　事　業　名　 受 付 時 間 場　　　所実  施  日

パ パ マ マ 教 室
５日㈮ 布津保健センター

14日㈰ 加津佐保健センター

10日㈬ 布津保健センター

18日㈭ 有家保健センター

24日㈬ 北有馬保健センター

26日㈮ 口之津保健センター

長　崎 ☎095-826-5511
佐世保 ☎0956-23-4300

※祝日は、前日のテープが流れます。

月
火
水
木
金

腎臓がん

成人に増えてきた子どもの感染症
首や肩のこり
今年のインフルエンザワクチン
子どもの鼻水
睡眠障害のいろいろ

土・日

11月 健康テレホンサービス

乳 児 相 談

４日㈭ 布津保健センター

１歳６カ月児健診 11日㈭ 加津佐保健センター

17日㈬ 有家保健センター

12：30～12：45

３ 歳 児 健 診

12日㈮ 有家保健センター

19日㈮ 加津佐保健センター

25日㈭ 北有馬保健センター

12：30～12：45

と 11月18日㈭ 午後７時～９時
　 （受付６時３０分～）
ば 深江ふるさと伝承館
　 ☎０５０（３３８１）５１２４
対 口腔ケアに従事している人、関心
　のある人
●講話／『医療・介護スタッフに役
　立つお口のチェックポイント！』
●講師／島原南高歯科医師会
　公衆衛生地域福祉委員会委員
　宮﨑　啓一郎 歯科医師
〆 11月８日㈪
も 電話で申し込んでください。
お 県南保健所 地域保健課
　 保健福祉班
 　☎ ０９５７（６２）３２８９

２～３カ月 10：00～10：15
６～７カ月 13：00～13：15
10～11カ月 9：00～ 9：15

２～３カ月 14：00～14：15
６～７カ月 13：00～13：15
10～11カ月 10：00～10：15

18：50～19：00
（教室時間：約２時間）

9：50～10：00
（教室時間：約２時間）

　事　業　名　 時 間 場　　　所実  施  日

　事　業　名　 時 間 場　　　所実  施  日

※ 対象は９月受診者。受診した会場で説明を受けてください。

※ 健診結果説明会（9：00～15：00）と同時に行います。

健診結果説明会 9：00～15：00

健 康 相 談

11日㈭※ 深 江 公 民 館

9：30～11：30

15日㈪　 口之津保健センター

18日㈭※ 北有馬保健センター

19日㈮※ 布津保健センター

25日㈭　 加津佐保健センター

29日㈪※ 有家保健センター

22日㈪　 原城オアシスセンター

24日㈬※ 西有家保健センター

　事　業　名　 受 付 時 間 場　　　所実  施  日

原 爆 健 診
肺がん検診・大腸がん検査

同  時  実  施
17日㈬

原城オアシスセンター

北有馬保健センター

　事　業　名　 時 間 場　　　所実  施  日

献 血
11日㈭ 深江ふるさと伝承館9：30～11：00

12：20～15：3019日㈮ 南 有 馬 庁 舎

８日㈪～12日㈮
30日㈫

16日㈫

原城オアシスセンター

口之津保健センター

26日㈮ 加津佐保健センター

　事　業　名　 受 付 時 間 場　　　所実  施  日

※ 医療機関での「個別健診」を受ける人は、指定医療機関に連絡し、必要書類を持って受診して
　 ください。（平成23年１月31日まで）

婦 人 検 診 8：30～11：00
13：00～15：00 北有馬保健センター８日㈪

10：00～11：00

13：00～14：00

　市では「子どもの生活リズムを守り隊」を設けるなど、生活リズムを守る取
り組みを進めています。
　今回は、子どもたちが学び、成長していくために必要なこと、周りができる
ことがたくさんつまった講演会です。エネルギッシュでユーモアな大畑先生の
講演にぜひおいでください。 

問 こども未来課  ☎050（3381）5050

11月15日㈪
14：00～15：30（開場13：30）

口之津小学校 体育館

教育の基本 ～元気な子どもづくり～日　  時 演　  題

場　  所
講師紹介
熊本県出身、熊本大学文学部卒業。熊本県内の高等学校
校長を経て、平成20年、九州ルーテル学院大学客員教授
に就任し、現在に至る。
著書に「答えは現場にあり」（ぱるす出版）がある。

講師：九州ルーテル学院大学 客員教授

　　　大 畑 誠 也 先生

※会場にお越しの際は、駐車場に限りがあります
　ので、できるだけ乗り合わせてお願いします。

当  番  医  診療時間：午前９時～午後５時
当番歯科  診療時間：午前９時～正午

休日在宅
当番（歯科）医

保健事業のご案内 11月 11月

※対象年齢などは、別途配布している「母子保健事業のお知らせ」を
　ご覧ください。母子保健

●『母子保健』のお問い合わせ こども未来課  ☎050（3381）5050

健康相談 ～血圧測定、体組成測定、食生活や健康面で気になることの相談など～

●『被爆者健康診断／献血／住民健康診査／健診結果説明会／健康相談』のお問い合わせ
　健康対策課  ☎050（3381）5141

健診結果説明会 ～がん検診のみの受診者の結果は郵送します～

住民健康診査 ～各健診の対象年齢や個人負担金等は、個別通知で確認してください～

被爆者健康診断 ～被爆者健康手帳または健康診断受診者証を持参ください～

献　血 ～献血で広がる みんなの思いやり 助け合いのこころ～

口腔ケア研修会



12/1㈬
●行政相談　深江ふれあいの家 13：00～16：00
　西有家老人福祉センター 10：00～12：00
　原城オアシスセンター 10：00～12：00

19㈮
20㈯
21㈰

23㈫
●深江町産業まつり　深江ふるさと伝承館　＊詳細P10
　9：30～15：00
●第19回 夢・手づくりふれあい祭り　＊詳細P10
　加津佐町岩戸グラウンド　9：00～17：00　　

24㈬ ●行政書士相談会（相続・遺言・境界・農地転用・不動産関係）
　＊要予約　原城オアシスセンター　13：00～17：00

25㈭ ●行政相談　ありえコレジヨホール 17：30～19：00
●交通事故巡回相談　島原市役所 10：00～16：00

3㈮ ●無料法律相談（民事・刑事・行政・訴訟関係） ＊要予約
　布津公民館　13：00～17：00

4㈯ ●フェスティビタス・ナタリス2010　＊詳細P11
　有馬小学校グラウンド　13：00～20：00

5㈰ ●ミュージカル アトム　ありえコレジヨホール
　開場 13：30　開演 14：00 　＊詳細P21

26㈮ ●南島原市戦没者追悼式　＊詳細P11
　ありえコレジヨホール 10：00～

18㈭ ●口腔ケア研修会  深江ふるさと伝承館  19：00～21：00 

●南島原植樹  南有馬町上原地区  10：00～

22㈪

27㈯
28㈰
29㈪
30㈫

2㈭

17㈬

●行政相談　深江ふれあいの家 13：00～16：00
　西有家老人福祉センター 10：00～12：00
　北有馬ピロティー文化センター日野江 10：00～12：00
　加津佐公民館 13：00～16：00
●無料法律相談（民事・刑事・行政・訴訟関係） ＊要予約
　北有馬ピロティー文化センター日野江　13：00～17：00
●年金相談 ＊要予約　南有馬庁舎 10：00～15：00

11/1㈪
2㈫
3㈬
4㈭

8㈪
9㈫

12㈮

16㈫

13㈯
14㈰

5㈮
●無料法律相談（民事・刑事・行政・訴訟関係） ＊要予約
　市民相談センター（西有家庁舎）　13：00～17：00
●家庭教育講演会　原城文化センター
　開場 19：00　開演 19：30　

7㈰
●みそ五郎まつり  西有家町須川商店街  10：00～17：00
●チェコ少女合唱団 イトロコンサート
　深江ふるさと伝承館　開場 13：30　開演 14：00 

6㈯ ●みそ五郎まつり  西有家町須川商店街  10：00～17：00 
　まつりの夕べ 17：00～20：00 ＊要入場券　＊詳細P10　

15㈪ ●子どもの生活リズム講演会　＊詳細P23
　口之津小学校体育館　14：00～15：30

●第５回 南島原市 健康福祉まつり　＊詳細P13
　ありえコレジヨホール・有家保健センター
　9：30～14：30

10㈬ ●行政相談　布津公民館 13：00～16：00
　西有家老人福祉センター 10：00～12：00

●行政相談　原城オアシスセンター 10：00～12：00

11㈭ ●行政相談　ありえコレジヨホール 17：30～19：00
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平成22年９月末日現在

52,609（－57）

24,615（－26）

27,994（－31）

18,678（＋６）

11月 12月

問  企画振興課 ☎050（3381）5030

現金寄附3,115万5,247円 寄贈品（５件） 3,450万円相当現在累計
（平成22年９月末日現在）

●「無料法律相談」「行政書士相談会」の予約は、市民相談センター（人権・　男女共同参画室内） 
　☎0957（82）3010 に電話で申し込んでください。
●「行政相談」は、総務部 秘書広報課 ☎050（3381）5001にお問い合わせください。
●「年金相談」の予約は、保険年金課 ☎050（3381）5039に電話で申し込んでください。

11月21日㈰
午前10時～
雨天決行
植樹場所
南有馬町上原地区

全国青少年健全育成強化月間

11月９日～15日
秋の全国火災予防週間

11月12日～25日
女性に対する暴力をなくす運動

各地区 11月１日～21日 ＊詳細P12
平成22年度 南島原市文化協会文化祭

11月は、国民健康保険税（第３期）
の納期月です ※納期限は、11月30日㈫となっています。

【期間】11月26日金～28日日　＊詳細P12
【時間】午前９時から午後５時（28日のみ午後３時まで）
【場所】南有馬体育館　　 

北村西望賞教育美術展・
古野賞科学技術展展覧会

第４回

南島原植樹

お 南島原市みんなの森守実行委員会事務局（企画振興課内）
　 ☎０５０（３３８1）５０３０　℻０９５７（８２）３０８６
　 Eメール kikaku@city.minamishimabara.lg.jp

ふるさとに樹を植えませんか？ふるさとに樹を植えませんか？ふるさとに樹を植えませんか？

㈶イオン環境財団・南島原市

広報 2010.10 24
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